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鉄系超伝導体の超伝導発現の起源、として、スピン揺らぎによる符号反転のある s波 (s土波)超

伝導と、軌道ゆらぎによる符号反転のないs波 (s++波)超伝導の2つの理論が提唱されている。

鉄系超伝導体は、さまざまな種類の物質が存在し、フェルミ面の形などが大きく異なるにもかか

わらず、多くの系で高い超伝導転移温度を持つ。特に、最近発見された KFe2As2[1]においては、

r点周りのホール面がないにもかかわらず、高い超伝導転移温度 (Tc= 30K)を持つ。このこと

から KFe2As2の研究は超伝導発現機構解明の重要な鍵となると考えられる。

Maierらはフェルミ面をunfoldした5軌道モデルを用いて、 KFe2As2におけるスピン揺らぎに

よる超伝導について議論した。その結果、 X、Y点周りの2つの電子面閣のネステイングにより、

2つの電子面のギ、ヤツプの符号が逆の、「ノードのないJd波超伝導が発現すると主張している [2]。

しかし、 122系はbody-centeredtetragonalであるため、フェルミ面をunfoldできない。このた

め、 10軌道モデルを用いて計算を行う必要がある。

そこで、我々はKFe2As2の10軌道Hubbard-HolsteinモデルをRPAを用いて解析を行った [3]0

我々 は、 d-波超伝導では2つの電子面間で混成が起こるため、電子面上に必ずノードが現れること

を明らかにした。 ARPES実験によると Fermi面上で、フルギ、ヤツプであるため、この結果はARPES

実験と矛盾する。さらに我々は軌道揺らぎによる超伝導について議論し、現実的な大きさの電子

フォノン相互作用により、ギ、ヤツプが等方的なs++波超伝導が発現することを明らかにした。ノー

ドのある超伝導状態は不純物に対して弱いので、 Tcに対する不純物効果の実験によりこの2つの

超伝導状態を見分けることができる。また、 ARPES実験を踏まえて考えると、 KFe2As2の超伝

導はs++状態が有力である。
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